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作成する管理ツール 
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受注伝票一覧 

受注の明細 

得意先の登録 

入力補助画面 

出荷品マスタ 
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各パートの名称 

タイトルバー メインメニュー 

ナビゲーションバー 

ボタンバー パネルバー 

タブメニュー タスクバー 
パネル 
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行タイトル 

列タイトル 
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メニューの表示方法 
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パネル操作メニュー パネル編集メニュー 

列メニュー 

行メニュー 

パネルバー上で
マウスを右クリッ
クします。 パネルバー上で

シフトキーを押し
ながらマウスを
右クリックします。 

行タイトル上でマ
ウスを右クリック
します。 

列タイトル上でマ
ウスを右クリック
します。 
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入力フォーム上でのメニュー表示 
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入力フォーム 

テーブルフォーム 

入力項目メニュー 

入力フォーム 
メニュー 

入力用コントロー
ル上でマウスを
右クリックします。 

入力フォームの任意の位置
でマウスを右クリックします。 
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ステップ１ 
受注伝票パネルの作成 
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新規にパネルを追加する 

8 

まず最初のパネルとして“受注伝票”という名称のパネルを新規に生成し、
そこに番頭と受注日という項目を設定します。番号を主キーとし、受注日は
データ型を日付時刻にかえたうえで、初期値を今日（０）とします。 

①パネルタイトル部を
右クリックして操作メ
ニューを表示します。 

②パネル追加を選択
します。 

コンテキスト名を“受
注伝票”としてＯＫをク

リックします。 
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新しい項目（番号）の追加 
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①列ヘッダ部を右ク
リックして列メニューを

表示します。 ②項目追加を選択し
ます。 

自動採番とは、ユーザが新しいデータを追
加するときに、主キーとしてユニークな番号
（記号）を自動で設定する機能です。 

③項目名として“番
号”を指定し確認をク
リックします。 

④主キーとして登録
するため“はい”を
選択します。 

⑤自動採番方式を確認し登録
ボタンをクリックします。 
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新しい項目（受注日）の登録 
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①列ヘッダ部を右ク
リックして列メニューを

表示します。 ②項目追加を選択し
ます。 

③項目名として“受注
日”を指定します。 

④データ型を日付時
刻に変更し確認ボタン
をクリックします。 
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受注日のデータ型と省略値の設定 
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①“受注日”の部分
を右クリックして列メ
ニューを表示します。 

②“設定画面”を選
択します。 

④初期値を０としま
す。 

⑤登録ボタンをク
リックします。 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

ステップ２ 
得意先パネルの作成 
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得意先パネルの追加 
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①パネルタイトル部を
右クリックして操作メ
ニューを表示します。 

②パネル追加を選択
します。 

③コンテキスト名として
“得意先”を指定しＯＫボ
タンをクリックします。 

同様にして得意先と
いうパネルを作成し、
得意先、得意先名と
いう２つの項目を設
定します。得意先を
主キーとします。 
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項目（得意先）の追加 
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①列ヘッダ部を右ク
リックして列メニューを

表示します。 ②項目追加を選択し
ます。 

③項目名として“得意
先”を指定し確認ボタ
ンをクリックします。 

④主キーとするため
“はい”を選択します。 

⑤採番方式として文
字部を“A”、数字桁
を“3”とし登録ボタ
ンをクリックします。 
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項目（得意先名）の追加 
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①列ヘッダ部を右ク
リックして列メニューを

表示します。 
②項目追加を選択し

ます。 

③項目名として“得意
先名”を指定しＯＫボ
タンをクリックします。 
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入力フォームの設定 

16 

②項目詳細設定を選
択します。 

①パネルタイトル部をシフト
キーを押しながら右クリックし
て編集メニューを表示します。 

③画面構成を複合に
変更します。 

④登録ボタンをクリッ
クします。 

項目詳細設定の画面で
は、パネルの表示や
データ入力方法に関す
る詳細な設定ができま
す。ここでは、パネルの
形式を複合（入力フォー
ムとテーブルフォームが
共存する）を指定します。 
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サンプルデータを入力する 

17 

①得意先のＩＤは自動
で設定されています。 

②得意先名に任意の
名称を入力し確定ボタ
ンをクリックします。 

③入力した内容は
テーブルフォーム上に
表示されています。 
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入力内容をＣＳＶ形式で保存する 

18 

①パネルタイトル部を
右クリックして操作メ
ニューを表示します。 

②データ保存（ＣＳＶ）
を選択します。 

③ファイル種類をＣＳ
Ｖ形式に変更します。 

④ファイル名を指定し
保存ボタンをクリックし

ます。 

⑤保存された確認
メッセージが表示さ

れます。 
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ステップ３ 
入力補助画面の設定 

19 
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受注伝票に補助画面を対応づける 

20 

①タブを選択し受注伝票
シートへ戻ります。 

②管理メニューの“設定
ウィザード”を選択します。 

③“補助パネルで入力の補
助を行う”を選択します。 

得意先の情報をもとに、
毎回データ入力する手
間をなくすための補助
画面を作成します。 
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補助画面として得意先を指定する 

21 

①コンテキストとして得
意先を選択します。 ②“コピーを生成する”を

チェックします。 

④補助パネルの項目と
して得意先、得意先名
の２つをチェックします。 

⑤“ＶＬＯＯＫＵＰを行う”
をチェックします。 

⑥完了ボタンをチェック
します。 

③次へボタンをクリック
します。 

ＶＬＯＯＫＵＰをチェック
することで、補助画面
がなくても直接得意先
番号をキーで入力して
も得意先名が読み込ま
れるようになります。 
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補助画面を利用した入力を行う 

22 

①編集モードに切り
替えます 

②列の幅をマウスで
左右に移動し調整し

ます。 

③“得意先”をクリッ
クします。 

④先頭行をクリックすると省略値と
して番号を受注日が表示されます。 

⑤補助画面上の得意先をダブルクリッ
クすると受注伝票に転記されます。 

⑥受注伝票を２，３件
入力してください。 
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ステップ４ 
パネル間の連携（限定）の定義 

23 
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受注伝票の明細パネルを作成する 

24 

“明細パネルをシー
トに追加する”を選

択します。 

①管理メニューの“設定
ウィザード”を選択します。 

受注伝票の明細として出荷品の名称や数
量、金額などを個別に設定するためのパネ
ルを作成します。ここでは、設定ウィザード
を利用して簡単に作成する方法を示します。 
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明細パネルの形式を指定する 

25 

①連携キーとして“番
号”を選択します。 

②明細パネルの新規作
成をチェックします。 

③“次へ”をクリック
します。 

④“集計を行う”を
チェックします。 

⑤“追番を生成す
る”をチェックします。 

⑥完了ボタンをク
リックします。 
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受注伝票の明細を登録する 

26 

⑤列の幅をマウスで
左右に移動し調整し

ます。 

①明細画面と“合計”項目が追
加されていることを確認します。 

②受注伝票のデータを
１つ選択します。 

③“受注伝票_明細”画

面を編集モードに切り
替えます。 

④1行目をマウスで

クリックすると省略
値として番号を追番
が設定されます。 

⑥数値の部分を入力する
と、受注伝票の合計が再

計算されます。 
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ステップ５ 
Ｅｘｃｅｌデータからパネルを作成 

27 
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Ｅｘｃｅｌで出荷品を登録する 
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④“選択したファイルの種類は複
数のシートを含むブックをサポー
トしていません。“というメッセー
ジに対してＯＫを選択します。 

③ファイルの種類はＣＳＶ形式、
ファイル名は出荷品.csvとして保
存ボタンをクリックします。 

①以下のようなデータ
をExcelで準備します。 

②入力が終わったら名
前をつけて保存を選択

します。 

出荷品のマスタがすで
にＥｘｃｅｌ等で準備され
ている場合を想定し、
それをもとにパネルを
生成する方法をしめし
ます。 
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ＣＳＶファイルからデータを取り込む 
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①パネルバーの部分を
右クリックします。 

②パネル操作メニュー
で“パネル追加（ＣＳＶ
より）”を選択します。 

③作成したＣＳＶファイ
ルを選択し開くボタンを

クリックします。 
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品番を主キーに設定する 
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①列ヘッダ部を右ク
リックして列メニューを

表示します。 

②設定画面を選択し
ます。 

③“主キー”を
チェックします。 

④確認メッセージ
に対して“はい”を
選択します。 
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単価のデータ形式を変更する 

31 

①いったんデータが
消去されます。 

④出荷品のタブを選
択するとデータが再
入力されます。 

③データ型を“数値”
に変更し登録ボタン
をクリックします。 

②列メニューを開き
“設定画面”を選択し

ます。 
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ステップ６ 
受注明細用補助画面の設定 

32 
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受注明細の補助パネルを指定する 
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②“受注伝票_明細”

のパネルバーを選択
します。 

①“受注伝票”タブを
選択し受注伝票シー
トにもどります。 

③設定ウィザードを
選択します。 

④“補助パネルで入
力の補助を行う”を選

択します。 

ここでは、出荷品の入
力に際して補助画面を
ポップアップ式ではなく
埋め込み式とします。
またドラッグ＆ドロップ
による新規追加も可能
とします。 
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補助パネルを出荷品とする 
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①利用するコンテキ
ストを出荷品とします。 

②“補助画面を利用する”の
チェックをはずし、“シート内に
埋め込む”をチェックします。 

③さらに“ドラッグ＆ドロップ許
可”をチェックします。 

④次へをク
リックします。 

⑤取得する項目とし
て品番、品名、単価
をチェックします。 ⑥“ＶＬＯＯＫＵＰ

をおこなう”を
チェックします。 

⑦完了ボタンを
クリックします。 
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補助パネルを利用したデータ入力 

35 

①出荷品が受注伝票
シートに移動したこと
を確認します。 

③明細パネルを編集
モードに切り替えます。 

④出荷品をドラッグし
明細パネル上にド
ロップします。 

②受注伝票のデータ
を１つ選択します。 
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ステップ７ 
自動計算のための数式の設定 

36 
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受注明細に項目（数量）を追加する 
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①列ヘッダ部を右ク
リックして列メニューを

表示します。 ②項目追加を選択し
ます。 

③項目名を数量としてＯＫ
ボタンをクリックします。 

④数量の列タイトルを
右クリックします。 

⑤列メニューの設定
画面を選択します。 

⑥データ型を“数値”
に変更します。 

⑦初期値を１とします。 

⑧登録ボタンを
クリックします。 
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数値に計算式を定義する 
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④“単価”をダブルク
リックします。 

⑥“数量”をダブルク
リックします。 

⑤“＊”をクリッ
クします。 

⑦登録ボタンを
クリックします。 

②設定画面を選択し
ます。 ①列タイトルを

“数値”右ク
リックします。 

③式の入力域にカー
ソルを移動します。 

数式を設定することで、
対応するセルが変更と
なった場合に、値が自
動計算されます。ここで
は、数量と単価で金額
を計算しています。 
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ドラッグ＆ドロップでデータ定義 
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②出荷品をドラッグし
明細パネル上にド
ロップします。 

①対象とする受注伝
票を選択します。 

③数値が金額として
計算されていることを

確認します。 

④同時に合計の値も
再計算されているこ
とを確認します。 

⑤さらに、数量を変更すると合計
が再計算されることを確認します。 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

ステップ８ 
受注明細シートの作成 

40 
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受注明細を別シートとして生成する 
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①パネルタイトル部を
右クリックして操作メ
ニューを表示します。 

②パネル複製を選択
します。 

③コンテキスト名を“受注
明細（一覧）”としＯＫボタ
ンをクリックします。 

各受注伝票の明細を、一覧として表示することで、過去にどのような出荷品が多く販
売されたか、あるいはどの得意先が何を購入しているかなどをしることができます。こ
こでは、一覧にそうした検索機能をつけたパネルを別シートとして作成します。 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

明細一覧に連結項目を追加する 

42 

①パネルタイトル部をシフト
キーを押しながら右クリックし
て編集メニューを表示します。 

②パネル編集メニュー
で“項目一覧設定”を

選択します。 

③設定ボタンをクリッ
クします。 

受注伝票_明細の項目には、受注伝票

にあった受注日や得意先名の項目があ
りません。そこで、外部連結機能をもち
いて、受注伝票のデータを参照できるよ
うにします。 
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受注日、得意先、得意先名を追加 

43 

①連結キーを“番号”
とします。 

②連結先のコンテキスト
と項目をそれぞれ受注伝
票、受注日とします。 

③外部連結ボタン
をクリックします。 

④確認メッセージ
に対して“はい”を
選択します。 

⑤項目が追加さ
れます。ＯＫをク
リックします。 

⑥同様にして連結
先コンテキスト項
目を得意先とし、
外部連結ボタンを
クリックします。 

⑦同様にして連結
先コンテキスト項
目を“得意先名”と
し、外部連結ボタ
ンをクリックします。 ⑧最後に登録

ボタンをクリッ
クします。 
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連結された項目を確認する 
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①外部連結された
項目と属性が追加
されています。 

②登録ボタンをクリッ
クします。 
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ステップ９ 
検索用パネルの作成 

45 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

一覧画面に検索フォームを追加する 

46 

②設定ウィザードを選
択します。 

②“検索用パネルで
データを絞り込む”を
クリックします。 

受注伝票の明細を検索バー等で毎回条件を設
定するのは手間がかかるため、専用の検索用
パネルを作成します。 
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追加項目を選択し画面を生成する 
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①検索用項目として
“品番”“受注日”“得
意先”をチェックします。 

②受注日が選択され
た状態で、条件を“＝
範囲指定＝”とします。 

③完了ボタンをク
リックします。 

④検索用フォーム
ができているのを
確認します。 
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検索を実行してみる 

48 

①品番の入力領域に検
索文字を入力します。 

②検索ボタンをクリックすると
対象が絞り込まれます。 

③解除ボタンをクリックすると
フィルタが解除されます。 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

ステップ１０ 
設定ファイルの保存と終了 
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設定ファイルを保存する 
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②設定保存を選択し
ます。 

③保存する設定ファイ
ル名を指定し保存ボタ
ンをクリックします。 

今回作成した業務アプリケーションは、設定ファ
イルとして保存することで、次回はそのまま利
用できます。設定を変更した場合は、毎回設定
保存をおこなってから終了します。 
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システムを終了する 
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①ファイルメニューの終
了をクリックします。 

 次回に起動するとき
は、設定読込を選択し、
保存した設定ファイル
を指定してください。 


